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支配の遂行のために種々の特殊な制度が設 けられ、膨大な人 と物の動 きがあった。その前提 となっ
ているのは律令制支配であり、それが目的としたの も辺境における律令制支配の拡大であった。本
稿では、律令国家の東北辺境支配を律令国家の地方支配の一形態として捉え、律令制支配の観点か




司制)、「饗給。征討。斥候」を基本 とする蝦夷支配を行 っていたことが明 らかにされている。蝦夷







本稿は九本の論文からなり、全体を3部 に区分 している。取 り扱った問題は、官制 ・軍制 ・財政 ・
公民支配 ・蝦夷支配である。第1部 「官制と軍制」 は支配機構の上部を構成する官制 と軍制につい
ての考察、第2部 「財政と貢納」は支配機構と実際の支配 を支えた財政 にっいての考察、第3部
















用 しなが ら官人数の増加を図ったものである。 これによって成立 した胆沢城鎮守府 は、国府の財政
的 ・軍事的支援を受けなが ら新たに支配領域に組み込まれた陸奥国北部(胆沢地方)を 支配 し、次














令国家が対外防備より蝦夷政策を重視 していたことを示す ものである。また鎮兵 は前線 の城柵に、
一336一




出羽国の軍制 も軍団兵士制と鎮兵制の二本立てであったが、軍団が知 り得 る限り一団だけである
こと、8世 紀を通 じて恒常的な鎮兵制が存在 しなかったことなど、陸奥国の軍制に比べてかなり手
薄であることが指摘できる。このことは、出羽国に鎮守府に相当する機関が置かれなかったこと、
征夷戦争が主 として陸奥国で行われたことと表裏一体の関係にあり、陸奥国と出羽国とでは軍事的
緊張の高 さに相違があったことを示 している。 また9世紀の出羽国の軍制を具体的に示 したもので
ありながら従来難解とされてきた 『日本三代実録』元慶5年(881)3月26日条は、「或」 を 「戌」










(815)には鎮兵制自体を廃止 して兵士(6団)・ 健士か らなる新たな軍制を成立 させ、それを多賀
城 ・玉造塞 ・胆沢城に分配する体制が作 られる。 これによって9世 紀の陸奥国の軍制と支配構造の
















ことを一貫 して基本方針 とするようになる。 これは8世 紀後半以来逼迫 していた軍根の支出が、弘




律令国家の蝦夷支配 は、饗給(饗 食と給禄による懐柔策)を 基本 とした。 このため陸奥出羽両国
は、8世 紀初頭から本来全て京進 して中央財政の財源とすべき調庸物の一部を饗給のために当国で
使用 し、それを差 し引いた分を京進 していた。養老6年(722)から天平18年(746)にかけて調庸
制が停止 された時にも、夷禄充当分だけは 「更税」 という税目で布の収取が続 けられていた。天平
宝字元年(757)以後の蝦夷政策の積極化によって、調庸物の当国使用分は次第に増加 してい った
と推定 されるが、神護景雲2年(768)の10年1回京進制 まで は毎年京進 の原則を維持 していた。





陸奥出羽の在地の状況が9世紀を通 じて不安定であったためである。 しか しそれは利権としての側
面を併せ持 っていた。国司は蝦夷に位階や禄を大量 に与えて懐柔に努める一方で、彼 らが方物とし
て持参する馬 ・鷹 ・毛皮 ・昆布などを収取することに奔走するようになる。その一部は交易雑物等
の形で国家財政に還元されたが、多くの国司の収益となった。征夷政策を放棄 した律令国家にとっ
て、もはや蝦夷支配 はその一切を現地の国司に委任せざるを得 ないものとなっていたのである。















が図 られた。柵戸は主に東国か ら移配されたが、それは 「去狭就寛」(延喜大帳式)と い う律令制
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下に行われた移住の一形態であり、移住手続きや給復(一 定期間の課役免除)も律令の規定(戸 令
15条・賦役令14条)に従 って行われた。8世 紀前半には軍団兵士制を意識 した200戸単位 の移配が
行われ、柵戸か ら兵士が徴発 されて軍団の編成が行われた。 しかし8世紀後半には東国の疲弊にょっ
て良質な移民を確保できな くなり、奥郡の在地の状況も次第に悪化するめで、神護景雲年間(767
～769)から移住手続 きの簡略化 ・給復期間の延長など移民政策の建て直 しが行われ る。 これは一
程度の成果を上げたが、宝亀5年(774)の38年戦争の開始によって奥郡の状況がさらに悪化 し、
それ以後は陸奥国内か らの移住に限 られるようになる。他国か らの強制移住が復活するのは胆沢 ・
志波の蝦夷に対 して戦果を上げた延暦13年(794)の征夷以後であった。かくして移民政策 と建郡
は征夷の終焉まで継続されるが、8世 紀後半以降には浮浪人や罪人 ・希望者を人単位で移配 してい
たので、8世 紀前半までに置かれた郡 と8世紀後半以降に置かれた郡とでは公民支配の充実度に顕
著な相違を生ずることになった。栗原桃生以北の諸郡にはっいに軍団が設置されず、征夷軍士の徴
発 も行われなか ったことは、そのことを端的に示 している。
第3章 律令国家の蝦夷支配
いわゆる蝦夷の身分は、本来の部族的集団性を保 ったまま服属 した狭義の 「蝦夷」と、集団性を
失 って個別に服属 した 「俘囚」に二分される(古垣玲説)。「俘囚」身分の成立は新たな城柵の設置
や郡の細分化が行われた神亀元年(724)頃と見るべきで(同 上)、以後一貫 して史料 に見 えるが、
身分 としての 「蝦夷」は、38年戦争終結 した弘仁2年(811)を最後に姿を消 し、陸奥出羽の郡制
施行域における蝦夷の身分は 「俘囚」に一本化 される。 これは征夷戦争 と、延暦13年(794)から
弘仁2年 まで集中的に行われた他国移配によって、「蝦夷」の集団性が徹底的に破壊 され、実態 と
して 「俘囚」化 したためと考えられる。
8世紀初頭から征夷の終焉までの蝦夷支配は、公民化を目的として行われた。それは 「蝦夷」集
団を解体 して 「俘囚」 とし、柵戸 とともに城下に居住させ、数10年後に公民化するという方法によっ
て行われたが、それに成功 したのは黒川以北10郡までであった。それ以北の 「蝦夷」は強力であり、
集団性を破壊するために征夷戦争が繰 り返 されたが、坂東諸国の疲弊によって延暦24年(805)に
征夷の中止が決定される。征夷政策は胆沢 ・志波までの 「蝦夷」を 「俘囚」化 したが、公民化に必
















第1章 「古代陸奥国の官制」では、陸奥国には特別に陸奥出羽按察使 と鎮守府が置かれ、8世 紀
には国司は按察使 ・鎮守府官人(鎮 官)の兼任によって、按察使が有する奥羽両国に対する上級 ・
広域行政権と、鎮官の有する鎮兵の統轄権と征討使に準ずる軍事権を掌握 し、9世 紀には国司 ・按







遷について論 じ、特に従来誤解されてきた 『三代実録』元慶5年 条にっいて初めて正 しい解釈を施
して出羽国の軍制を復原 したことは重要である。
第4章 「9世紀陸奥国の軍制と支配構造」では、9世 紀初めの征夷の終焉以降に新たに構築 され
た陸奥国の支配体制にっいて論ずる。征夷の終焉以後、鎮兵制に代わって兵士 ・健士制による新軍









第2章 「陸奥 ・出羽の調庸 と蝦夷の饗給」では、律令国家の蝦夷支配において重要な方策である
饗給(朝 貢する蝦夷に饗宴 ・禄を賜与 して懐柔すること)の経費に、本来中央政府の財源である調
庸を充当する奥羽特有の財政構造 とその歴史的展開について論ずる。9世 紀に奥羽両国の調庸が当
国で消費 ざれていることはこれまでも知 られていたが、それが饗給の財源で、同様の構造が8世 紀
初めまで遡 ることを初めて明らかにした。
第3部 「公民支配 と蝦夷支配」では公民 ・蝦夷の支配の実態を論ずる。









導 し、蝦夷の集団性を解体 し公民化することを目指 し、征夷の終焉以後の9世 紀には国司が蝦夷支
配を請け負い、公民化ができず俘囚のままにその新興豪族を登庸 し、交易によって収奪するように
なることを指摘 し、 この変化は国家の 「東夷の小帝国」の構造の変質に対応 し、10世紀の支配の原
型になることを主張する。





よって、本論文の提出者は博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め ら
れる。
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